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宮崎県新型コロナウイルス感染症 第６波・第７波の状況

１ 期間
第６波：令和4年1月 2日～6月19日（年明けに新規感染者が29日ぶりに確認された日から「医療警報」の終了日まで）

まん延防止等重点措置の適用（1/21～3/6）
第７波：令和4年6月20日～10月4日（上記「医療警報」終了の翌日から「医療緊急警報」の終了日まで）

県独自の医療非常事態宣言（8/11～9/21） BA.5対策強化地域の指定（8/4～9/21）
２ 感染状況等
・オミクロン株の流行で感染者が急増、特に第７波ではBA.5系統の流行で、爆発的な感染拡大に直面
・年明け最初の感染拡大までは、全国平均より感染が下回っていたが、年度替わり以降は上回る状況が継続
・お盆明けの第７波のピーク時には1日の新規感染者数が4千人を超え、小児科や救急を中心に外来がひっ迫
・直近１週間の人口10万人当たりの新規感染者数も一時全国ワースト１位を記録
・第６波・第７波ともに年代別では、10歳未満や10代の感染者が多い状況
・感染拡大期において「みなし陽性」の取扱いを運用するとともに、陽性者登録センターを設置・運営
・入院の割合は大きく低下したものの、入院者数は増加し、医療従事者の欠勤等も相まって病床もひっ迫
・全年代で入院率は低下、若者のリスクは大きく低下する一方で、高齢者のリスクは引き続き高い状況
・重症率、致死率も低下したが、高齢者を中心に多数の死者が発生（入院前からの基礎疾患の悪化など、肺炎以外
の疾患が死亡の直接的な要因であるケースが多い）

・保健所機能の維持を図るため、積極的疫学調査を重点化し、フォローアップセンターを設置・運営
・Withコロナに向けた新たな段階への移行として、国の方針により、陽性者の自宅療養や濃厚接触者の待機期間が
短縮されるとともに、9/26より全数届出の見直しが全国一律で導入

総括

主な取組状況
１ 検査体制
・感染に不安を感じる県民向けの無料検査の実施（1/8～ 78カ所） ・「みなし陽性」の導入（7/23～9/25）
・国の通知を踏まえた行政検査の重点化（3/16～） ・陽性者登録センターの設置（8/8～）

２ 医療提供体制
・入院受入病床の確保（最大381床） ・宿泊療養施設の確保（500室）
・外来診療受入医療機関の確保（74医療機関） ・重症化予防センターの設置（1/28～5/21）
・回復期患者の転院受入を行う後方支援病院の確保（67医療機関）
・自宅療養者に対する医師・看護師による健康観察の実施（協力医師98人、協力訪問看護ステーション71施設）
・自宅療養者フォローアップセンターの設置（4/19～） ・自宅療養者への食料や生活用品の配布（55,490人）
・治療薬処方体制の確保 ・自宅療養者初期治療センターの設置（8/8～9/25）

３ 飲食店等対策
・営業時間短縮要請の実施（都城市・三股町：1/16～3/6、宮崎市・延岡市：1/21～3/6、その他：1/25～3/6）
・「まん延防止等重点措置」の適用に伴う酒類提供停止要請の実施
・営業時間短縮要請に応じない飲食店等への特措法に基づく命令等の実施（命令・過料事件通知・過料決定各20店）
※第5波：命令15店、過料事件通知・過料決定各13店）

・ひなた飲食店認証制度の運用（認証店舗数：5,609店舗） ・ひなた認証お食事券の発行
４ 高齢者施設対策
・抗原検査キットの配布による職員向けの検査の実施
・地域の協力医師やICN（感染管理認定看護師）の派遣 ・感染防止対策事例集の作成・配布
・嘱託医等の対応強化に向けたオンライン研修の実施 ・高齢者施設等に往診を行う医療機関の確保（34医療機関）

５ 学校・保育施設対策
・文科省の衛生管理マニュアルに基づく感染防止対策の徹底 ・代替保育を実施する市町村に対する財政支援
・感染防止対策取組事例集の作成・配布 ・保護者に対する家庭での感染防止対策の協力要請

６ ワクチン接種の促進
・若者の接種率向上に向けた啓発の実施（テレビCM、SNS広告等）・夜間・休日接種の実施
・追加接種センターの設置（健康プラザ、イオンモール） ・「小児ワクチン接種促進月間」の設定（９月）

今後の主な対策

１ 検査体制の拡大
・高齢者施設等における感染の早期発見、拡大防止のための集中的な検査体制の構築
・感染に不安を感じる県民向けの無料検査体制の確保 ・新たな変異株の発生動向の監視

２ 保健医療体制の強化
・インフルエンザとの同時流行に備えた外来医療体制の拡充
・感染状況等に応じて必要な入院受入病床の確保 ・高齢者施設等に対する医療支援

３ ワクチン接種のさらなる促進
・オミクロン株対応ワクチンの接種促進 ・小児・乳幼児のワクチン接種促進

■感染の状況

■医療機関検査での陽性者数（１日当たり最大） ■入院の状況

■年代別入院率の状況 ■死者の状況

死者の年代別内訳（第7波）
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